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代表者経歴・活動実績等（～2018年） 

 

●資格等 

・社会福祉士 

・日本心理学会認定心理士 

・産業カウンセラー 

・介護支援専門員 

・ＳＳＴファーストステップレベル講習、ペアレントトレーニングと家族支援プログラム導入・

実践のための講習修了 

・福祉マネジメント修士、日本福祉大学実務家教員、愛知ぱあとなあセンター 

 

●経歴 

・非行少年を対象としたBBS活動における訪問活動 

・不登校の児童を対象としたメンタルフレンドとしての訪問活動 

・幼稚園の先生（４，５歳児クラスの担任） 

・高齢者分野における相談業務 

・オンラインカウンセリングのサイトでのカウンセラー業務（スカイプ、電話、メール） 

・矯正施設における相談業務 

・施設・法人内でのマネジメント業務 

・発達障害児への個別支援業務 

・日本社会福祉士会の成年後見人活動 

 

●活動実績 

◯所属学会等 

・日本社会福祉士会、日本産業カウンセラー協会、日本社会福祉学会 

 

◯教育歴・講師歴等 

2008年 Ａ訪問介護事業所 研修講師 「ソーシャルワークとは何か」 

2009年 日本福祉大学 専門演習 ゲスト講師 

「通所介護事業所の相談業務について～実習や就職を考えている人のために～」 

2010年 日本福祉大学 ソーシャルワーク演習Ⅱ ゲスト講師 

「事例検討：通所介護事業所の利用に抵抗を示すご利用者様の相談支援」 

2011年 愛知高齢者福祉研究会 講演会講師 「高齢者専用賃貸住宅とは何か」 

2012年 一般社団法人Ｂ 訪問介護員養成講座 講師 

      「高齢者・障害者の家族の理解」「障害者福祉の制度とサービス」「福祉理念とケ

アサービスの意義」 

2012年 朝日高齢者福祉セミナー２０１２ シンポジスト 

      「高齢者を支える医療・福祉を考える－高齢者の終の住処について」 

2012年 生活保護・ホームレス研究会 定例会 講師 

      「サービス付き高齢者向け住宅の現状と課題」 

2012年 ＭＳＷ勉強会 定例会 講師 
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      「サービス付き高齢者向け住宅の現状と課題」 

2013年 Ｃ通所介護事業所 定期研修講師（一般職員、管理職対象） 

      「スーパーバイザーの役割と実践」「リスクマネジメントワークショップ」「職員

の指導法について考える」「グループマネジメント」「共感を対人援助に活かす～

対人援助の基礎技術」「指導技術ワークショップ」 

2014年 日本福祉大学大学院 「先輩から学ぶ研究方法」 ゲスト講師 

      「課題論文の執筆について」 

2014年 読書会 ファシリテーター 「対人援助者のための『絵本』ワークショップ」 

2014年 Ｃ通所介護事業所 定期研修講師（管理職対象） 

      「効果的なグループ運営」「管理職の対処行動について考える」「マネジメントの

理論と実践をつなげる」「戦略と戦術を意識した業務の進め方」「実践報告指導法」 

2015年 愛知県社会福祉士会 成年後見人養成研修 ファシリテーター 

      「初回報告のための演習」 

2015年 日本福祉大学 福祉実践 ゲスト講師 「通所介護における生活相談員の役割」 

2016年 日本福祉大学 福祉実践 ゲスト講師 「通所介護における生活相談員の役割」 

2017年 社会福祉法人Ｄ 職員研修講師 「対人援助の基礎技術」 

 

◯研究歴等 

＜論文＞ 

・原田亘「高齢者介護事業所における介護職員の離職に関する研究～実施されているマネジ

メントの実態と課題～」、日本福祉大学大学院社会福祉学研究科 2009 年度修士論文（課

題論文）、2010。 

・原田亘「通所介護事業所における介護職員の離職率に関する研究―離職率が低い事業所の

マネジャーの対応と事業所内マネジメント」、『社会福祉学研究』No.6、2011。 

・原田亘「高齢者専用賃貸住宅とは何か」、愛知高齢者福祉研究会ニュースレター200 号、

2011。 

・原田亘「サービス付き高齢者向け住宅とは何か～終の住処の視点から」、愛知高齢者福祉研

究会ニュースレター206号、2012。 

・原田亘「大人の絵本の愉しみ」、愛知高齢者福祉研究会ニュースレター209号、2013。 

 

＜学会発表＞ 

・原田亘「通所介護事業所における介護職員の離職率に関する研究―離職率が低い事業所の

マネジャーの対応と施設内マネジメント」、日本社会福祉学会第 58 回秋季大会自由発表

（2010.10） 

 

＜書籍＞ 

・児島美都子編「福祉をつむぐ」風媒社、2013。（原田亘『現代の高齢者の住まい考』p194-

213）＜共同執筆＞ 

 

以 上 


